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  われら、
  佐伯農業者クラブ―

       農業の未来を担う若者たち

７月２７日に行われた「さいき水まつり２０１３」で出店し、まつりを盛り上げた佐伯農業者クラブの皆さん。毎年参加し、地域最大のまつりを支えている。写真右上
から、松本勇喜さん、中本吉紀さん、今田徳之さん、岡田敏士さん、部屋伸仁さん、兼本龍二さん、写真下右から、沖野稔さん、三田栄造さん、今田圭宗さん、
山本貴志さん。

特  集
「後継者不足」、「耕作放棄地の増加」、

「農家人口の減少」――。

そんな言葉が現状の厳しさを物語る「農業」。

しかし、そんな逆風の中でも、

まちを明るくしようと

頑張っている若い農業者がいる。

それが「佐伯農業者クラブ」の皆さんだ。

それぞれの「個」人がプロである農業者。

「共」に動くことで、まちに新たな波を起こしている。

その取り組みから、

新しい農業のカタチを探る――。
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　当初は、果樹や酪農、水稲など業種
の違う７人でスタートしたクラブ。半
世紀にもわたって続いていることは素
晴らしいことです。
　もともとは横のつながりを強めるた
めの親睦や交流を目的としていました
が、当時は「労働銀行」といい、お互
いに人手が必要なときには助け合って

いました。その中で連帯意識が生まれ、
その積み重ねを大事にしてきました。
　農業で食べていくというのは簡単な
ことではありません。私も父から受け
継いだこの農場を一大決心して設備投
資し、経営が苦しい時もありました。
しかし、続けてこれたのはクラブや地域
の皆さんのおかげだと思っています。

お互いに人手が必要なときには助け合っていました
みた・しげみ　三田　重實さん（峠・６６歳）

クラブの前身である佐伯
町農業後継者クラブに１８
歳から加入。会長も努め
た。水稲の育苗を中心に
野菜全般を扱う三田農園
を経営。

Interview

今日の農業の現状
　

戦
後
の
食
糧
難
を
支
え
、
か
つ
て

は
基
幹
産
業
だ
っ
た
農
業
―
―
。

　

し
か
し
、
経
済
の
成
長
と
共
に
農

業
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

食
料
自
給
率
も
大
幅
に
低
下
し
、
他

の
産
業
と
の
収
益
格
差
は
拡
大
。
農

村
で
は
過
疎
、
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
な
ど
深
刻
な
課
題
が
山
積
み
の
状

態
だ
。

　

ま
た
、
生
産
現
場
で
は
、
水
稲
の

生
産
調
整
を
始
め
と
す
る
農
業
政
策

の
転
換
や
下
が
り
続
け
る
米
の
価
格
。

そ
の
ほ
か
の
作
物
で
も
価
格
競
争
や

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
確
保

な
ど
、
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
農
業
者
の
視
点
で
ま

ち
を
明
る
く
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
れ
が
佐
伯
農

業
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
だ
。

佐伯農業者クラブ
　

若
い
農
業
者　

人
で
組
織
さ
れ
て

１５

い
る
「
佐
伯
農
業
者
ク
ラ
ブ（
以
下
ク

ラ
ブ
）」。
メ
ン
バ
ー
は
米
作
の
ほ
か
、

育
苗
、 
花  
卉 
※
、
野
菜
や
イ
チ
ゴ
な

か 

き

ど
多
種
に
わ
た
る
。
も
と
も
と
は
旧

佐
伯
町
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
佐
伯
地
域
に
限
ら
ず
、
廿
日
市
地

域
や
大
竹
市
の
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

　

昭
和　

年
に
農
業
後
継
者
の
若
者

４０

た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
身
で
あ
る

「
佐
伯
町
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
」
が

発
足
。
栽
培
の
研
究
や
情
報
交
換
の

場
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

　

昭
和　

年
に
現
在
の
形
と
な
り
、

５２

農
業
経
営
を
し
て
い
く
上
で
の
身
近

な
課
題
の
解
決
方
法
を
探
し
た
り
、

よ
り
良
い
技
術
を
検
討
し
た
り
と

い
っ
た
活
動
を
中
心
に
、
地
域
や
他

団
体
と
の
交
流
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

全国で活動するクラブ

　

同
ク
ラ
ブ
は
、 
４  
Ｈ 
ク
ラ
ブ
（
農

よ
ん 
エ
イ
チ

業
青
年
ク
ラ
ブ
）
と
も
呼
ば
れ
、
１

９
０
０
年
頃
の
米
国
で
、
農
業
系
の

大
学
や
研
究
所
を
中
心
に
ク
ラ
ブ
活

動
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

４
Ｈ
と
は
、
農
業
の
改
良
と
生
活

の
改
善
に
役
立
つ
腕
（H

ands

）
を

磨
き
、
科
学
的
に
物
を
考
え
る
こ
と

の
で
き
る
頭
（H

ead

）
の
訓
練
を
し
、

誠
実
で
友
情
に
富
む
心
（H

eart

）

を
培
い
、
楽
し
く
暮
ら
し
、
元
気
で

働
く
た
め
の
健
康
（H

ealth

）
を
増

進
す
る
と
い
う
、
ク
ラ
ブ
の
４
つ
の

信
条
の
頭
文
字
を
総
称
し
た
も
の
だ
。

　

現
在
、
農
業
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
農
業
に
「
夢
」
を
抱

き
、
日
本
全
国
に
約
８
５
０
ク
ラ
ブ
、

約
１
万
３
千
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
活
動
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
、
若
手

農
業
者
の
刺
激
と
な
り
つ
つ
、「
日

本
や
世
界
で
貢
献
で
き
る
農
業
者
」

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

毎年餅つきを広島ひかり園で―
　クラブでは毎年、永原にある障害者支援施設
「広島ひかり園」で餅つきを行っている。昨年で３５
回を数えた。ついた餅は、職員がぜんざいやきな
こ餅にして利用者に配る。
　昔は２日がかりでとんどをしたこともあるとの
こと。広島ひかり園の 宮  原  洋 施設長は「この餅つ

みや はら ひろし

きは、ひかり園での大きな行事の一つ。みんな楽
しみにしています」と話してくれた。

写
真
は
昨
年
行
わ
れ
た
餅
つ
き
の
様
子
。
施
設
利
用

者
と
一
緒
に
な
っ
て
餅
つ
き
を
楽
し
む
。
で
き
た
て

の
餅
は
格
別
の
味
だ
そ
う
だ
。

写
真
１
・
３　

活
動
資
金
は
自
前
で
調
達
す
る

の
も
ク
ラ
ブ
の
特
徴
。
共
同
作
業
で
餅
米
を
栽

培
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て
活
動
資
金
に

し
て
い
る
。
写
真
２
　

月　

日
に
行
わ
れ
た

１１

１０

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
店
。
自
家
製

の
野
菜
な
ど
を
販
売
。
ク
ラ
ブ
の
「
の
ぼ
り
」

も
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。　 １

２３

特集  われら、佐伯農業者クラブ―　　  農業の未来を担う若者たち 過去から現在へ

※
花
卉
（
か
き
）　

観
賞
用
に
栽
培
す
る
植
物


